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予算の規模予算の規模

敦賀市一般会計当初予算

　　　　４０２億８，７５９万９千円

（前年比  ▲８億　９２７万４千円　　２．０％減）

６年度

当初予算

５年度

６月補正後予算
比　　較 増減率

一般会計 40,287,599 41,096,873 -809,274 -2.0

特別会計 13,575,019 13,971,375 -396,356 -2.8

企業会計 17,180,318 16,507,747 672,571 4.1

合計 71,042,936 71,575,995 -533,059 -0.7

（単位：千円、％）

P １

※令和５年度６月補正後との比較



一般会計予算規模の推移（当初予算ベース）一般会計予算規模の推移（当初予算ベース）

一般会計の当初予算規模　　　（令和６年度は２番目）

１番　令和 5 年度　   410 億 9,687 万 3 千円（６月補正後）

２番　令和６年度　　402 億 8,759 万 9 千円

３番　令和４年度　　373 億 7,531 万 1 千円

４番　令和２年度　　358 億 7,122 万 4 千円

５番　令和３年度　　324 億 2,765 万 5 千円

P ２

※ H23、H27、R1、R5 は６月補正後（肉付け後）予算額
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全会計予算規模の推移 (当初予算ベース）全会計予算規模の推移 (当初予算ベース）

全会計の当初予算規模　　　（令和６年度は 2番目）

１番　令和５年度　　715 億 7,599 万５千円（6 月補正後）

２番　令和６年度　　710 億 4,293 万 6 千円

３番　令和４年度　　679 億   932 万 1 千円

４番　令和２年度　　652 億 6,705 万 6 千円

５番　令和３年度　　619 億 7,858 万 6 千円　

P ３

※ H23、H27、R1、R5 は６月補正後（肉付け後）予算額

652.7

0240000
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0240000
テキスト ボックス

0240000
テキスト ボックス

0240000
テキスト ボックス

0240000
テキスト ボックス



令和６年度敦賀市当初予算のポイント令和６年度敦賀市当初予算のポイント

４つの重点施策４つの重点施策

・ 新しい総合計画の開始年度にあたることから、各政策を組み合わせて連動させる

「好循環モデル」をもとに、子育て・教育や定住・移住など、各政策テーマのプロジェ

クトに沿って、人口減少という大きな政策課題に対応するための予算を計上

・併せて、新幹線開業効果を最大化できるよう留意した予算となっている。

・ ふるさと応援基金等からの繰入に加え、国の第１次補正予算にあわせて事業の一

部を令和５年度の補正予算に前倒しすることにより、事業の着実な推進を図った。

重点施策①　【子育て・教育】

重点施策②　【定住・移住】

重点施策③　【地域経済】

P ４

重点施策④　【安心と暮らしやすさ】



１　子育ては敦賀でプロジェクト

重点施策①　【子育て・教育】

■ 結婚支援事業費 　　

7,716 千円
　人口減少対策として出生数増加の前段階であ

る婚姻増加に向けて、一人でも多くの結婚を希

望する方を支援できるよう、民間マッチングア

プリの活用など、事業内容を拡充します。

事業内容
▶婚活モチベーション向上業務

▶マッチングシステム利用促進業務

▶出会いの場創出支援業務

■ 粟野地区認定こども園整備
　 事業費 　　

5,243 千円
　粟野地区における認定こども園建設候補地の測
量及び不動産鑑定を行います。　
事業内容　
▶測量業務　面積：約 8,300㎡
▶不動産鑑定業務　評価数：３地点

P ５

拡

■ 家庭育児応援手当支給費　　

8,740 千円
　家庭での育児を望んでいる世帯が、安心して育

児を行える環境を整えるため、0 歳から 3 歳未満

の児童（第 2 子以降）を家庭で養育している方

に家庭育児応援手当を支給します。

　また、９月支給分から所得制限を撤廃します。

補助額　対象児童 1人あたり月額１万円

拡

新



２　敦賀で育む教育プロジェクト

P ６

■ 給食センター建設事業費　　

5,013 千円
22,084 千円

　学校給食センターの老朽化が進んでいることから、
現在の学校給食衛生管理基準に適合した適切な施設運
営を図るとともに、市内の学校給食の調理方式を給食
センター方式に統一した新たな学校給食センターを整
備するにあたり、施設への接続道路設計及び敷地造成
に係る実施設計等を行います。
実施主体　
▶接続道路実施設計業務委託料
▶敷地造成実施設計業務委託料
▶既存施設アスベスト分析調査業務委託料　ほか

■ デジタル人材育成事業費
14,272 千円

　スタートアップ創出を担うための起業マインド
や、デジタル企業が求めるチャレンジマインドを
持った人材を育成するため、中学生及び高校生を
対象とした、デジタルによる地域課題解決等に取
り組むプログラムを実施します。
実施プログラム
▶地域の魅力を発信する Web サイト構築
　プログラム
▶ 生成 AI 等を活用しながら地域課題解決に取り組

むプログラム

■ 嶺南 E コースト計画推進事業費 
　（うちデジタル教育分）　　　

5,000 千円
　次世代を担うデジタル人材の育成に向けてデジ
タル教育の導入に対する支援を行います。
事業内容

▶デジタル教育導入支援業務
　�小学生向けプログラミング教室等のデジタル教
育を実施

重点施策①　【子育て・教育】

（３月補正）

切れ目のないステップアップ型デジタル教育
拡 新

拡



重点施策②　【定住・移住】

１ 敦賀ですごすプロジェクト
■ ホームタウン奨学基金積立金 
　　

　750,000 千円

　本市への定住を促進することを目的として、本市
が実施する奨学金の返還等を支援する「ホームタウ
ン奨学金」の創設にあたり、ホームタウン奨学基金
を設置するとともに、5年間の財政需要を積み立て
ます。

新

■企業人材確保支援事業費　

　（うち官民連携奨学金返還支援分）
（債務負担行為）2,500 千円

　令和 7年度から行う市内企業に就職した方への官民連携による奨学金返還支援制度について、制度周知と
連携企業の募集を行います。

新

P ７



重点施策③　【地域経済】

■ 企業人材確保支援事業費
7,595 千円

　市内企業の人材確保のための取組みを支援します。
補助率　１／２
補助内容　
▶企業の魅力 UP 応援補助金
▶企業の魅力発信応援補助金
▶就職セミナー等出展補助金

１ 敦賀を活かす産業プロジェクト

■ 敦賀港貨物集荷推進事業費　 　

76,829 千円
　敦賀港からコンテナ貨物の輸出入を行った事
業者等に対し補助を行います。
　また、2024 年問題に向けモーダルシフトを
推進する補助金を創設します。
実施主体　
▶ポートセールス促進事業
▶�カーボンニュートラルに向けた敦賀港グリー
ン物流推進事業
▶敦賀港モーダルシフト促進事業

新

P ８

■ アウトオブキッザニア開催事業費
　負担金   　　

19,299 千円
　市内の人材の定着・循環に向けて、市内事業者の
認知度向上及び広報 PR力の強化、小中学生の就業へ
の理解度向上等を目的とした職業体験イベントを開
催します。
開催時期　　令和７年３月頃
対  象  者　　市内の小中学校に通う児童及び生徒
出  展  者　　市内に事業所を有する事業者等

拡

拡

新



 

■ 農産物有害獣農地侵入
　  防止事業費

35,486 千円
　イノシシ、ニホンジカ、ニホンザルなどの有害
鳥獣による農作物の被害を防止するため、捕獲駆
除、侵入防止柵の整備、人材育成など被害防止に
関する取り組みに対し支援します。
　また、民間事業者が行うジビエ処理加工施設建
設に対して補助を行います。

２ 一次産業の新ビジネス化プロジェクト

■ 水産振興事業費補助金　 　　

8,100 千円
　魚価の向上及び地域ブランド力の強化、漁業
経営の基盤強化を図るため、漁業設備の整備に
対し支援を行います。
事業主体　敦賀市漁業協同組合
取組内容　イワガキ浄化用設備を新設し、衛生
管理の向上を図ることで、生食用出荷体制を構
築します。
補助割合　国 1/2、県 2/10、市 2/10

P ９

■ 農業経営安定対策事業費
　  補助金   　　

11,621 千円
　高品質な米づくりと、園芸作物の生産力向上を図
るとともに農業の担い手を育成し、耕作放棄地の拡
大を防ぐことで、地域営農を守ります。
　また、小規模農業者を支援するため機械購入支援
事業費補助金を創設します。
事業主体　集落営農組織、認定農業者、生産者等

拡

拡

拡

重点施策③　【地域経済】

（３月補正）

拡



 

重点施策③　【地域経済】

■ 観光協会事業費補助金

160,344 千円
　敦賀観光協会の事業を補助することにより、魅
力的なイベントや効果的な観光ＰＲ等を実施し、
北陸新幹線敦賀開業後の誘客を図ります。
　また、今年度から荒天の場合には花火大会を延
期します。
開催日　８月 16日（金）

　金ヶ崎エリアにおける賑わい創出施設等の整
備に向け、公園や駐車場等の整備エリアとなっ 

ている事業用地を取得します。 

　また、民間の賑わい創出施設の整備にあわせ
、公園及び駐車場等の整備を行うため、ワーク
ショップを含む設計等を行います。 

事業内容　�土地購入および移転補償、公園等設 

計業務 

取得面積　約 59,000㎡ 

■ 金ヶ崎周辺魅力づくり事業費　 　　

578,700 千円

P １０

■ 商店街活性化対策費補助金  　　

16,831 千円
　商店街振興組合が実施する商店街活性化事業に必
要な経費の一部を補助します。
また、北陸新幹線敦賀開業における開業効果・稼ぐ

観光を最大限引き出すため、観光客等の回遊性向上や
おもてなし、市民から愛される商店街づくりに寄与す
るハード・ソフト面での支援制度を新設します。
対象者　５商店街振興組合
補助率　通常分 1/2　拡充分 3/4
補助限度額　（拡充分）1商店街あたり 10,000 千円
（エリアビジョン策定済商店街 20,000 千円）

補助期間　（拡充分）令和６年度～令和８年度
　　　　　　　　　　（3か年）

拡

拡

拡

３ 選ばれる観光、稼ぐ観光プロジェクト

©OMA（無断複製転載を禁止します）



 

重点施策④　【安心と暮らしやすさ】

■ 西公民館建設事業費
31,974 千円

　建設から 43 年が経過し、老朽化が進む西公民
館の移転新築に向けて、移転に必要となる用地を
購入します。
事業内容　土地購入費
取得面積　三島町地係５筆 1,110㎡

１ 楽しく住む敦賀プロジェクト
■ アーバンスポーツ施設整備
　 検討事業費　 　　

5,564 千円
　余暇の充実、健康増進等に向け、都市型スポー
ツを体感できる施設の整備を検討します。��
事業内容　
アーバンスポーツ施設整備基本方針検討業務

P １１

新

拡

■ 新幹線敦賀開業まちづくり
　 推進会議負担金
　　　　　　　　　（うち音楽フェス分）18,000 千円
　北陸新幹線敦賀開業を契機として、官民連携により
一丸となった受け皿づくりに取り組む「新幹線敦賀開
業まちづくり推進会議」において、開業後も続く継続
的な賑わいづくりとして検討を進めてきた音楽フェス
の開催に向け、開催初年度に必要となる経費の一部を
負担します。
内　　容　音楽フェス開催にかかる負担金

拡



 

■ 介護人材確保対策事業費

3,660 千円
　介護人材の安定的な確保及び介護サービスの質
の向上を確保し、定着促進を支援するため、介護
人材確保に対する各種事業を実施します。
実施内容　
▶介護職員キャリアアップ支援事業
▶潜在介護人材再就職支援助成事業
▶外国人介護職員就労助成事業

２ 安心して住む敦賀プロジェクト

■ 緊急通報システム関係経費　 　　

15,014 千円
　ひとり暮らしの高齢者及び障がい者の急病、
災害時等に、24時間 365 日体制で迅速かつ適
切に対応するため、緊急通報装置を貸与します。
　また新たに、現行の装置を設置できないひと
り暮らし高齢者等を対象に無線型緊急通報装置
の貸与を開始します。
対象者　　
65 歳以上のひとり暮らし高齢者、ひとり暮ら
しの重度身体障がい者等

P １２

■ 障害者福祉施設改修事業費   　　

638,468 千円
　老朽化や入所者の高齢化等に対応するため、バリ
アフリー化等の改修工事を行います。
　令和 5年度から令和 8年度までの継続費を設定し
ており、令和 6年度は訓練室棟の増築及びエレベー
ターの新設工事等を行います。

拡

重点施策④　【安心と暮らしやすさ】

拡

拡

拡



■ 道路維持修繕等事業費

186,775 千円
　交通の安全を確保するため、道路の維持補修等
を行います。また、市道の路面性状調査を実施し、
道路の保守管理につなげます。
対象路線　市道１号線外 87路線　79ｋｍ
路面性状調査　道路のひび割れや段差等の一斉
　　　　　　　調査

３ 安全になる敦賀プロジェクト

■ 防災行政無線改修費　 　　

231,778 千円
　原子力災害時に避難情報などを迅速・確実に伝達で
きるよう、老朽化した防災行政無線を更新します。
更新機器　�親局（センター装置、中継送信装置、マイ

ク放送卓）
　　　　　屋外拡声子局 26局
整備期間　令和６年度～令和７年度
　　　　　

P １３

■ 災害対策本部室機器整備費   　　

6,851 千円
　災害対策本部室の設備について、モニターやテレビ
等を増設するとともに、所属班への情報伝達及び市民
への情報発信を迅速に行うため、災害対策本部室のレ
イアウトを変更し、災害対応の強化を図ります。
　　　
　　　○設置機器
　　　　デジタル時計
　　　　液晶ディスプレイタッチスクリーン
　　　　サブモニター
　　　　会議用ウェブカメラ
　　　　テレビ
　　　　プロジェクター（更新）
　　　　機器増設に伴うAV機器（更新）

重点施策④　【安心と暮らしやすさ】

（債務負担行為）

新

新

拡



参考資料参考資料

基金残高について基金残高について

▶Ｒ６当初でふるさと応援基金を約４０．２億円取り崩し

▶Ｒ６末残高見込　　財政調整基金　　３１．２億円

　　　　　　　　　　一般会計基金　２２５．５億円

　　　　　　　　　　全会計合計　　２３６．４億円

P １４



市債残高について

▶Ｒ６年度末残高見込　　一般会計　 ２９３．９億円

　　　　　　　　　　　　特別会計 　　　０．４億円 

　　　　　　　　　　　　企業会計     ２１０．４億円

　　　　　　　　　　　　       合計　 ５０４．７億円 

市債残高について

▶清掃センター整備の進捗により建設債等の残高が増加

しますが , 臨時財政対策債の借入予定額の減少等によ

り一般会計残高は減少します。
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ふるさと納税寄附金を活用した事業についてふるさと納税寄附金を活用した事業について

　ふるさと納税寄附金は、返礼品などのふるさと納税の事業にかかる経費を控除した残

りをふるさと応援基金に積立し、寄附者の皆様の意向に沿った事業に活用しています。

　令和６年度当初予算では、令和４年度に積み立てた 40.2 億円を障害福祉施設の改修

や北陸新幹線敦賀開業後のまちづくり等に活用します。

　寄附者の皆様のご厚志に改めて感謝するとともに、いただいた応援金は市民の皆様の

笑顔に繋がる事業に活用させていただきます。

①健康福祉の増進に繋がる支援 約 12.3 億円
障害者福祉施設の改修や保育園の環境充実、結婚新生活の支援等に活用します。

保育園等での自然体験 結婚新生活の支援やまびこ園の改修

②教育文化の活性化に繋がる支援 約 10.7 億
給食費の支援、文化財の保存修理、公民館の LED 化等に活用します。

給食費の支援 西福寺の保存修理 公民館の LED化
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④都市基盤の充実に繋がる支援 約 7.3 億円
公園の長寿命化や金ヶ崎周辺の魅力づくり、公共交通の利用促進等に活用します。

公園の長寿命化 金ヶ崎周辺の魅力づくり ぐるっと敦賀周遊バス

③産業観光の活性化に繋がる支援 約 6.9 億円

北陸新幹線敦賀開業後の商業・観光の振興や敦賀港の活性化等に活用します。

北陸新幹線開業対策 とうろう流しと大花火大会経費 敦賀港の活性化

⑤安全安心なまちづくり 約 3.0 億円
災害備蓄用品の整備や消防ポンプ自動車の更新等に活用します。

備蓄用品の整備 道路除雪機械購入補助 消防ポンプ自動車の更新
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